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（毎月 2回 1日・15日発行） 市の人口 総数52,025人（男25,073・女26,952）世帯数14,817 (2 月28日現在） 

しかわら 

山崎国土広難に地域指楚罵 
陳情する森田市長に 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

0自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 

わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

トげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 
一
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、
 
毎
号

と
じ

こ
ん
で

く
だ
さ
い
。

後
で

き
っ

と
お

役
に
立
ち

ま
す
。
 

ー
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

ー
 

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
水
緑
都

市
モ
デ
ル
地
区
の
名
称
を
決
定

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
市
が
現
在
新
町

・

布
屋
町
地
区
に
整
備
を
進
め
て

い
る
 
「水
緑
都
市
モ
デ
ル
地
区

整
備
事
業
」
が
年
内
に
完
成
す

る
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

こ
の
小
公
園
が
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
よ
う
、
 
 

そ
の
名
称
を
市
民
に
広
く
募
集

し
て
い
た
も
の
で
す
。
 

応
募
総
数
は
四
四
三
通
、
応

募
者
は
小
学
校

一
年
生
か
ら

一

般
ま
で
と
幅
広
く
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

市
で
は
、
市
長
、
助
役
、
各

部
長
な
ど
で
構
成
す
る
庁
議
で

全
応
募
作
品
を
慎
重
に
審
査
。
 

そ
の
結
果
、
水
緑
都
市
モ
デ
 

半
島
振
興
法
に
基
づ

く
「
半

島
振
興
対
策
実
施
地
域
」
 
に
津

軽
半
島
の
指
定
が
三
月
二
十
四

日
、
国
土
審
議
会
半
島
振
興
対

策
特
別
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
0
 

こ
の
指
定
獲
得
に
向
け
て
、
 

本
市
を
中
心
と
す
る
一
市
七
町

九
村
で
は
昨
年
十
二
月
、
津
軽

半
島
振
興

対
策

促
進
協
議
会
 

（
会
長
・
森
田
市
長
）
を
設
立
、
 

以
来
同
協
議
会
構
成
メ
ン
バ

ー
 

全
員
や
本
市

の
市
議
な
ど
に
よ

っ
て
、
県
選
出
国
会
議
員
や
国
 

ル
地
区
の
名
称
を
 
「み
ず
と
み

ど
り
の
小
公
園
」
 
（
新
谷
祐美

子
さ
ん
応
募
案
）
に
決
定
し
ま

し
た
。
 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ぎ

い
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

十
。
 

（
敬称
略
）
 

特
選
 
新
谷
祐

美
子
（
漆
川
）
 

入
選
 
斎
藤
菜
佳
子
、
北
川
郁
 
 

土
庁
を
は
じ
め
関
係
機
関
へ
の

数
次
に
わ
た
る
陳
情
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
同
審
議
会
で
決
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
月
三
十

一
日
の
官
報
告
示
を
も
っ
て
正

式
な
地
域
指
定
と
な
り
ま
す
。
 

美
（
以
上
五
四
中
）
、
江

黒
篤
子
（
飯
詰
）
 

佳
作
 
成
田
栄
治
（
梅
泉
小
、）
 

蝦
名
ち
ほ
み
、
田
中
幹
人
、
 

三
浦
達
也
、
原
田
博
之
（
以

上
五
四
中
）
、
米
谷
百
合

子
（
栄
町
）
 轟

轡
U
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名
称
「
み
ず
と
み
ど
り
の
小
公
園
」
に
（

・
 

応
募
総
数
協
通
の
中
か
ら
決
定
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水
緑
都
市

モ
デ

ル
地
区

ー
 



昭
和
六
十
一
年
第

一
回
定
例

会
の
開
会
に
あ
た
り
、
提
案
い

た
し
ま
し
た
議
案
の
説
明
に
入

る
前
に
、
ご
報
告
と
施
政
方
針

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

豪
雪
災
害
対
策
 

昭
和
五
十
年
以
来
、
観
測
史

上
二
番
目

の
豪
雪
に
対
処
す
べ

く
去
る
一
月
二
十
八
日
、
「五
所
 

（第612号） ② 

昭
和
六
十
一
年
第
一

回
定
例
市
議
会
が
、
三
月
十
日
か
ら
一
一

十
四
日
ま
で
十
五
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
市
政
の
方
向
を

決
め

る
重
要
な
案
件
や
各

種
会
計
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
、

議
会
初
日
に
六
十
「
年
度
の
施
政
方
針
を
述
 

．ぺ
、
市
政
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
基
本
姿
勢
を
示
す
と
と

も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
o
そ
の
要
旨
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

広報ごしょがわら 昭和61年（1986年） 4 月1日 

川
原
市
豪
雪
災
害
対
策
本
部

」
 

を
設
置
、
市
民
生
活
確
保
の
た

め
除
排
雪
対
策
を
強
力
に

実
施

致
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

二
月
八
日
井
上
自
民
党

災
害

対
策
特
別
委
員
長
、
引
き
続
き

十
日
に
は
白
川
政
府
調
査
団
長

に
つ
ぶ
さ
に
ご
視
察
を
い
た
だ

き
、
そ
の
際
財
政
措
置
、
被
害

救
済
を
強
く
要
請
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
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半
島
振
興
対
策
等
 

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図

る
こ
と
は
、
今
日
我
が
国
の
最

大
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
 

津
軽
半
島
地
域
が
、
半
島
振

興
法
に
基
づ
く
半
島
振
興
対
策

実
施
地
域

の
第

一
次
指
定
を
獲

得
す
べ
く
、
昨
年
十
二
月
二
十

二
日
、
関
係
一
市
七
町
九
村
に
 
 

よ
る
津
軽
半
島
振
興
対
策
促
進

協
議
会
を
結
成
し
、
山
崎
国
土

庁
長
官
を
は
じ
め
政
府
関
係
機

関
に
対
す
る
陳
情
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
日
の
当
た
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
津
軽
半
島

に
、
 

新
し
い
息
吹
き
が

一
日
も
早
く

吹
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
切
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

去
る
二
月
二
十
七
日
、
議
員

各
位
と
共
々
政
府
に
対
し
豪
雪

対
策
、
五
所
川
原
大
橋
、
新
津

軽
大
橋
の
早
期
実
現
と
共
に
、
 

半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
第

一
次
指
定
を
強
く
要
請
致
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
必
ず

や
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る

も
の
と
確
信
致
し

て
お
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
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行
財
政
改
革
は
今
や
国
民
的

課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
地
方
行

財
政
運
営

の
根
幹
を
な
す
行
革

の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
部
制
の
導
入
、
冬
時
間

の
廃
止
な
ど
逐
次
実
施
致
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
去
る
一
月

二
十
八
日
 
「五
所
川
原
市
行
政

改
革
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
数

次
に
及
ぶ
審
議
を
経
て
、
市
の

行
政
改
革
に
関
す
る
提
言
が
示

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
に
基
づ
き
市
行
政
改
革
 
 

大
綱
を
策
定
し
、
公
表
の
予
定

で
あ
り
ま
す
。
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昭
和
六
十

一
年
度
の
予
算
編

成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
歳
入

面
に
お

い
て
主
要
財
源
で
あ
る

市
税
、
地
方
交
付
税
が
余
り
期

待
で
き
ず
、
国
庫
補
助
金

の
補

助
率
の
削
減
等
極
め
て
憂
慮
す

べ
き
状
況
に
あ
り
、
加
え
て
歳

出
面
で

の
人
件
費
、
扶
助
費
、
 

長
期
債
の
償
還
支
払
、
さ
ら
に

は
施
設
管
理
費

の
増
嵩
等
必
要

経
費
が
大
き
く
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
重
点
的
、
か
つ
効
率
的

な
配
分
を
行
い
、
質
的
、
内
容

的
に
充
実
を
図
っ
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
 

そ
の
結
果
、
 
一
般
会
計
は
予

算
総
額
一
二
一
億
六
八
七
〇
万

円
と
な
り
、
こ
れ
は
昨
年
度
当

初
予
算
に
比
し
、
約

一
・
八
智

減
の
緊
縮
型
予
算
で
あ
り
ま
す
。
 

一
『
レ
し
．F
又
土
、
、ノ
士
寸
●
い
、
 

一
 
J
J，、に
声
＋
、
／し
日

f
 

を
め
ざ
し
て
 

極
め
て
厳
し
い
現
実
で
は
あ

り
ま
す
が
、
来
る
べ
き
二
十
一

世
紀
を
展
望
す
る
と
き
、
東
北

縦
貫
自
動
車
道
の
開
通
、
新
青

森
空
港
の
完
成
は
目
前
に
迫
っ

て
お
り
、
又
、
近
い
将
来
に
お
 
 

け
る
新
幹
線
の
本
格
着
工
、
或

い
は
青
森
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計
画

と
と
も
に
三
年
目
を
迎
え
る
漆

川
工
業
団
地
、
着
工
四
年
目
を

迎
え
る
七
里
長
浜
港
の
ヒ
ン
タ
 

ー
ラ
ン
ド
開
発
計
画
、
津
軽
半

島
の
地
域
指
定
、
更
に
は
日
本

海
沿
岸
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設

等
、
か
っ
て
な
い
展
望
が
次
々

と
開
か
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

西
北
津
軽
は
長
い
間
、
厳
し

い
自
然
の
或
い
は
政
治
経
済
の

風
雪
に
耐
え
抜
い
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な

展
望
の
も
と
に
、
や
が
て
西
北

津
軽
は
陸
の
孤
島
か
ら
脱
し
、
 

我
が
国
有
数
の
食
糧
基
地
た
る

と
同
時
に
、
我
が
国
工
業
の
有

力
な

一
角
を
占
め
る
こ
と
に
よ

り
、
二
十

一
世
紀
を
西
北
津
軽

の
時
代
た
ら
し
め
る
こ
と
は
、
 

決
し
て
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

昭
和
六
十
一
年
を
そ
の
た
め

の
「
飛
躍
の
年
」
と
位
置
づ
け
、
 

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
 

不
肖
私
が
市
政
担
当
以
来
、
 

三
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
 

こ
の
間
議
員
各
位
の
ご
支
援
の

も
と
、
『奉
仕
と
信
頼
の
市
政
」
 

確
立
の
た
め
全
力
を
傾
注
し

て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も

こ
の
基
本
姿
勢
を
堅
持
し
、
五

万
市
民

の
期
待
に
応
え
て
ま
い

る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
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③ 昭和61年（1986年） 4 月 1日 
（第612号） 広報ごしょがわら 

一維持補修費 
1.2% 

教育費 1,512,068千円（12.4%) 

土木費 1,450,541千円（11.9%) 

公債費 1,395,030千円（11.5%) 

	 衛生費 777,594千円（6.4%) 
農林水産業費 712,905千円（5.9%) 

消防費  485,017千円（4.0%) 
その他 761,649千円（6.2%) 

( ）内は構成比 
その他 315,850千円（2.6%) 

使用料及び手数料 252,893千円（2.1%) 

分担金及び負担金 368,628千円（3.0%) 

県支出金 677,624千円（5.6%) 

市 債 882,600千円（7.3%) 

諸収入 936,318干円（7.7%) 

国庫支出金 2,147,532千円（17.6%) 

特別会計予算の内訳 
（企業会計を除く） 

（単位】千円） 

会 	計 名 予算額 

険 2,928 ,848 国 民 健 康 保 

高 等 看 護 学 院 44 ,510 

老 	人 	保 健 1,504 ,175 

長者森平和公園 3,765 

下 	水 道 969 ,570 

計 5,450 ,868 

繰出金 
4.9% 

補助費等 
10.0% 

普通建設事業費 
17.0% 

災害復旧事業費 
1.3% 

一
性
質

別
予

算

構
成

比

一
 

扶 助 費 

21.4% 

その他の 
経費 

3,790,945 
31.1% 

投資的
経費 

2,220,731 
'18.3% 

一
 

歳
出
 
一
 

義務的経費 
6,157,024 
(50.6%) 

人 件 費 

17.7% 

公 債 費 

11.5% 

I 単位】臼牛 

地方交付税 3,230,000千円（26.5%) 

市 税 3,357,255千円（27.6%) 

歳 

入 

民生費 3,420,604千円（28.1%) 

総務費 1,653,292千円（13.6%) 

ー般会計 121億6,870万円の内訳 

、 



昭和61年（1986年） 4 月1日 

 

広報ごしょがわら 

 

（第612号） ④ 

          

重点施策の 主な も の 
⑥新ナbリ「川原市総合計画策定 	2,600千円 

市民生活関連基盤の整備 

梅田地区農業集落排水 	101,000千円 

北部地区農村総合モテ『ル 	20,900千円 

市営住宅（中層 3 階）12戸建設 89,944千円

新宮団地、寺町排水設備85戸 41,686千円 

除雪機械購入 	 20,130千円 

塵芥車購入 	 6,450千円 

湊川河川改修 	 3,010千円 

道路橋梁新設改良 	 257,857千円 

交通安全施設整備 	 18,915千円 

区画整理（南部地区） 	 56,000千円 

消防施設整備（消防団関係） 	27,860千円 

農業及び公共土木施設災害復旧 150,738千円 

下水道会計繰出 	 383,765千円 

西北五衛生処理組合負担金 348,968千円

五所川原地区消防事務組合負担金 

427,786千円 

上水道第 5 次拡張基本計画策定 

産業経済の振興 

天災融資による被害農家への利子補給 

32,950千円 

第 3 回市農業まつり 
	

2,000千円 

農協再建整備対策 
	

2,835千円 

普通作物経営近代化施設整備 2,647千円 

生産組織施設整備 
	

43,800千円 

主要穀物等生産総合振興対策 2,666千円 

工業用水道水源調査 
	

24,000千円 

団体営草地開発整備 
	

23,008千円 

大規模転作営農団地モデル 
	

3,858千円 

農道整備（広域農道含む） 
	

145,033千円 

中小企業特別融資貸付原資 260,000千円 

労働金庫貸付金 
	

25,000千円 

教育、福祉、体育、文化の振興 

松島小フ ル建設 	 32,6511-円 

市民プール建設（61-62年度 仮称わかば公 

園内） 	 39,754千円 

第二中学校建設（61~63年度継続） 

294,374千円 

幼稚園就園奨励費 	 15,320千円 

養護老人ホーム移転新築 リ 389,796千円 

福祉バス購入 	 12,074千円 

老人クラブ基盤確立基金造成への補助 

1,000千円 

福祉基金造成への補助 	 2,000千円 

高額療養費貸付制度 	 15,721千円 

母子家庭児童医療給付 	 1,450千円 

老人保健会計繰出 	 75,000千円 

老人就労対策 	 1,810千円 

老人ひとり暮らし事故防止対策 1,077千円 

長寿褒彰費 	 7,550千円 

留守家庭教室の開設（カギッ子対策） 

3,845千円 

福祉タクシ- 	 152千円 

第41回県民体育大会開催補助 3,000千円 

無形文化財後継者養成補助 	120千円 

県青少年巡回小劇場公演委託 	130千円 

文化講演会助成 	 300千円 

観音林遺跡発掘調査 	 2,508千円 

西北津軽の中心都市としての機能の整備 

水緑都市モデル地区の整備 	77,658千円 

都市公園の整備（菊ケ丘運動公園、狼野長根 

公園） 	 62,714千円 

自然公園の整備（飯詰不動公園） 6,000千円 

街路整備 

3.4.3漆川岩木町線 	 35,000千円 

&3.1田川三ツ屋線 	 60,000千円 

津軽広域水道（浅瀬石川ダム）企業団への出 

資 	 81,501千円 

漆川工業団地の造成 

西北五衛生処理組合ごみ処理施設建設（建設

地・稲垣村 本年 9 月完成予定） 



夢
大
き
く
2
1人
巣
立
つ
 

市
立
高
等

看
護
学
院
 

寛
国
 

市
立
高
等
看
護
学
院

（
学院

長

・
副
島
清
治
西
北
中
央
病
院

長
）
で
三
月
八
日
、
第
十
八
期

生
の
卒
業
式
を
行
い
、

二
十

一

人
が
巣
立
ち
ま
し

た
。
 

今
回
の
卒
業
生
は

男
子
四
人
、
 

女
子
が
十
七
人
で
、

こ
れ
ま
で
 
 

三
年
問
学
理
と
西
北
中
央
病
院

で
の
実
習
を
組
織
的
、
 一
体
的

に
学
ん
で
き
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
副
島
学
院
長
が

一

人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡

し
た
後
 
「皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
施
設
で
活
躍
さ
 
 

れ
る
と
思
う
が
、
今
後
と
も
自

己
の
向
上
に
励
み
、
そ
し
て
後

輩
も
指
導
し
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
森
田
市
長
が
「
自

ら
選
ん
だ
看
護
婦
、
看
護
士
の

仕
事
に
青
春
を
か
け
、
奉
仕
と

博
愛
の
精
神
に
徹
し
、
誇
り
を

も
っ
て
そ
の
使
命
を
全
う
し
て

く
だ
さ
い
」
 
と
あ
いさ
つ
。
 

ま
た
来
賓
と
し

て
、
県
環
境

保
健
部
長
代
理
の
村
元
正
敬
五

所
川
原
保
健
所
衛
生
指
導
監
、
 

川
浪
直
治
市
議
会
議
長
、
日
本

看
護
協
会
県
支
部
長
代
理
の

一

町
田
智
子
同
協
会
北
五
支
部
長

が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
、
在
校
生

代
表
と
し
て
二
年
の
佐
々
木
美

夏
子
さ
ん
が
送
辞
を
述
べ
ま
し

た
o
 

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代

表
し
て
成
田
美
加
子
さ
ん
が
「
社

会
人
と
な
っ
た
後
も
学
院
生
時

代
と
同
じ
く
勉
強
に
励
み
、
そ

し
て
責
任
あ
る
態
度
を
貫
き
ま

す
」
と
答
辞
を
述
べ
式
を
終
わ

り
ま
し
た
。
 

青
森
職
訓
短
大
（
辻
茂
校
長

『
 

で
は
三
月
十
日
、
地
元
企
業
の

技
術
者
な
ど
を
対
象
に
特
別
講

演
会
を
開
催
、
西
北
五
や
弘
前

市
な
ど
か
ら
約

一
五
〇
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
 

照
善
■飼
盛
 

市
民
文
化
会
館
で
三
月
五
日
、
 

陸
奥
新
報
社
主
催
の
入
学
お

め

で
と
う
 
「第
十
回
新
一
年
生
と

お
母
さ
ん
の
集
い
」
が
開
か
れ
 

こ
の
講
演
会
は
、
同
短
大
が

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
事
業

の
ー
つ
と
し
て
開
催
、
東
北
大

学
工
学
部
の
島
田
昌
彦
教
授
を

講
師
に
「
新
素
材
と
し
て
の
フ

ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
素
材
」
 

を
テ

ー
マ
と
し
た
も
の
。
 

フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
 

近
年
の
宇
宙
開
発
、
原
子
力
産

業
、

ェ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業

等
の
急
速
な
進
歩
に
よ
っ

て
登

場
し
た
、
金
属
な
ど

で
は
到
底

達
成
で
き
な
い
す
ぐ
れ
た
素
材

と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
も
の

で
す
。
 

ま
し
た
。
集
い
に
は
、
新
入
学

児
童
と
父
母
な
ど
約
一
三
〇
〇

人
が
参
加
。
 

集
い
で
は
、
工
藤
尚
義
陸
奥

新
報
社
長
が
あ
い
さ
つ
、
高
橋

民

一
市
教
育
委
員
長
が
お
祝
の

こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
五
所
川
原
小
の
対

馬
昭
文
教
諭
が
入
学
の
心
得
に

つ
い
て
話
し
、
続
い
て
同
小
一

年
生

一
一
一一
一
人
が
 
「
楽
し
い

一

年
生
」
と
い
う
呼
び
か
け
と
リ

ズ
ム
遊
び
、
合
唱
部
の
児
童
が

歌
や
踊
り
を
披
露
し
、
新
入
学

児
童
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
交
通
教
室
で
は
映
画
 

島
田
教
授
は
、
陶
磁
器
を
は

じ
め
と
す
る
従
来

の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
の
ほ
か
に
、
私
達
の
身
の

回
り
の
目
立
た
な
い
所
で
数
多

く
使
わ
れ

て
い
る
事
例
の
紹
介

や
、
原
子
組
成
か
ら
製
造
法

の

最
新
情
報
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
体
系
的
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
、
出
席
者
に

フ
ァ
イ
ン
セ
ー
フ

ミ
ッ
ク
ス
の
理
解
と
可
能
性
を

強
く
印
象
づ
け
・
ま
した
。
 

同
短
大
で
は
、
今
後
も
地
元

企
業
か
ら
の
要
望
な
ど
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
随
時
講
演
会
を

開
催
し
て
い
く
考
え
で
す
。
 

の
上
映
と
、
弘
前
警
察
署
の
交

通
巡
視
員
が
縫
い
ぐ
る
み
人
形

を
使
っ
て
交
通
ル
ー
ル
や
信
号

機
の
見
方
、
通
学
時
の
安
全
確

認
な
ど
を
指
導
。
 

参
加
し
た
児
童
達
は
、
約
一
一

時
間
に
わ
た
っ
て
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し

た
ほ
か
、
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
大
喜
び
で

し
た
。
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特
別
講
演
会
を

開
く
 

  

 

青
森
職
訓
短
大
 



一
 な
た
の
近
く
に
も
 

図
書
館
を
造
れ
ま
す
 

読
書
会
で
気

軽
な
利

用
ー
 

市
立
図
書
館
で

は
、
こ
の
四
月
か
ら
、

便
利
で
身
近
な

愛
さ
れ
る
図
書
館
に
発
展
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
す
ぐ
そ

ば
ま
で
図
書
を
配
達
、
手
軽
に
図
書
利
用
が
で
き
る
よ
う

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
読
書
会
」
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

一
 

く“こ盟三竺いる酷館 

「も
し
も
し
、
今
月
の

配
本
は
二
十
日
な
の
で
十

八
日
ど
う
か
し
ら
」
。
い

つ
も
な
が
ら
市
立
図
書
館

で
の
本
選
び
に
参
加
し
て

く
れ
る
仲
間
の
五
ー
六
人

に
連
絡
。
 

栄
読
書
室
で
は
、
現
在

絵
本
三
十
冊
を
含
め
て
計

一
二
〇
冊
を

ー
と
月
借
り

受
け
ま
す
。
独
断
と
偏
見

に
よ
っ
て
各
々
が
選
ん

だ
本
は
、
ま
た
た
く
間

に
四
つ
の
カ
ゴ
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
私
達
の
読

書
室
は
、

コ
ミ
セ
ン
栄

の
完
成
に
や

、
遅
れ
た

五
十
五
年
夏
、
地
区
内

の
人
達
の
献
本
六
〇
〇

冊
に
、
市
立
図
書
館
か

ら

一
五
〇
冊
を
借
り
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

後
買
い
足
し
た
書
架
（
三
連
）
 

に
、
今
で
は
ぎ
っ
し
り
献
本

だ
け
で

一
六
〇
〇
冊
の
蔵
書

を
持

つ
程
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
こ
で
は
、
基
本
的
な
約

東
ご
と
以
外
、
 
一
切
の
取
り

き
め
も
な
く
誰
れ
に
で
も
貸
 

し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
 

読
書
は
本
来
、
ご
く
個
人

的
な
作
業
で
あ
っ
て
、
読

み
た
い
時
に
読
み
た
い
本

が
手
近
か
に
あ
っ
た
ら
な

あ
、
と
い
っ
た
さ
さ
や
か

な
願
い
か
ら
、
私
達
は
月

一
回
の
本
選
び
に
、
嬉
々

と
し
て
市
立
図
書
館
へ
出

向
い
て
い
ま
す
。
 

時
を
越
え
て
縦
横
無
尽

に
動
い
て
い
る
仲
間
達

と
、
市
読
連
主
催

の
研

修
会
に
参
加
し
た
り
、
 

時
折
り
映
画
観
賞
会
を

も
っ
た
り
も
し
ま
す
。
 

ま
た
昨
年
暮
れ
に
は
、
 

山
本
道
子
の
“人
の
樹
《
 

を
中
心
に
読
書
会
を
開

い
た
り
と
、
私
達
選
本

グ
ル
ー
プ
は
、
正
式
に
 

は
い
わ
ゆ
る
読
書
グ
ル
 

ー
プ
の
名
乗
り
こ
そ
挙
 

げ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
水
面

下
で
は
秘
か
な
動
き
を
み
せ

て
い
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
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一
一
三
一
一

一
一
 

市
民
に
根
付
 

い
た
図
書
館
 

一
 
一
 
一
 

一
 
一
  
」
」
一
】
一

！

市
立
図
書
館
は
、
昭
和
五
十

二
年
七
月
に
新
館
が
オ
ー
プ
ン

し
、
ま
も
な
く
九
年
目
に
入
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
 

有
志
の
方
に
よ
る
貴
重
な
献

本
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
利

用
の
拡
大
に

と
も
な
っ
て
、
図

書
館
活
動
も
年
を
追

う
ご
と
に

充
実
し

て
来
て
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
状
況

を
昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
本

年
三
月
ま
で
の
三
か
年
に

つ
い

て
見
ま
す
と
、
利
用
者
数
は
延

べ
十

一
万
八
千
人
で
数
字
上
で

は
、
十
人
中
八
人
の
市
民
の
方

が
図
書
館
を
利
用
し
て
お
り
、
 

図
書
の
利
用
は
、
年
間
九
万
六

千
冊
に
上
り
ま
す
。
 

図
書
は
十
一
分
類
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
利
用
状

況
は
児
童
図
書
四
十

ー
パ

ー
セ

ン
ト
、
文
学
三
十

ー
パ
ー
セ
ン

ト
と
群
を
抜
き
、
以
下
社
会
科

学
、
工
学
、
歴
史
、
芸
術
、
産
 
 

業
、
哲
学
、
自
然
科
学
、
語
学

な
ど
が
五
ー
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

図
書
館
は
、
九
年
目
を
控
え

市
民
の
い
ろ
ん
な
方
た
ち
に
利

用
さ
れ
、
市
民
の
も
の
と
し
て

根
付
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
市

が
、
西
北
五
の
中
心
都
市

と
し

て
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
上

で
、
文
化
向
上
の
拠
点
と
し
て

図
書
館
活
動
を
ま
す
ま
す
充
実
 

・

発
展
さ
せ
る
努
カ
を
続
け
て
 

い
ま
す
。
 

!
!
!
!
!
！

」
」
」一 
」
一
 
一
 
一
  

「読
書
会
」
は
 

身
近
な
「分
館
」
 

一
 
一
 
一
 
！
 
!
 ！
 
【
！
！
」
！
」
】

！

図
書
館
は

こ
れ
ま
で
も
、
本

来
の
業
務
と
し
て
、
中
央
館
で

の
貸
出
と
閲
覧
を
行
う
ほ
か
、
 

移
動
図
書
館
、
障
害
者
や
病
人
、
 

読
書
会

へ
の
配
本
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
の
四
月
か
ら

は
、
特
に
 
「読
書
会
」
づ
く
り

に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

町
内
や
部
落
、
職
場
、
同
好

会
の
中
に
、
た
く
さ
ん
の
「
読

書
会
」
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
に
、
た

く
さ
ん
の
「
分
館
」
を
造
る
こ

と
、
「読
書
会
」
の
“
事
務
所
）
 

に
定
期
的
に
配
本
を
受
け
る
こ

と
は
、
市
内
の
ど
こ
に
住
ん
で

い
よ
う
と
も
、
誰
も
が
同
じ
よ

う
に
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。
読
書
会
に
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力
を
お
願
い
し
ま
ー
 

,
 

つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
 

、
 
。
 
 ！

一
一
」
「
」
三
一
 

読
書
会
の
 

作
り
方
 

読
書
会
を
作
る
に
は
、

別
に

き
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
集
ま

り
や
す
い
と
こ
ろ
で
、

集
ま
り

や
す
い
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
作

れ
ぱ
よ
い
わ
け
で
す
。
 

二
、
三
人
の
気
心
の
知
れ

た

人
た
ち
が
中
心
と
な
っ

て
、
そ

れ
ぞ
ね
の
団
体
や
地
域
の
中
に

あ
る
い
は
、
そ
の
仲
間
の
人
た

ち
が
人
間
関
係
を
利
用
し
て
作

る
の
も

ー
つ
の
方
法
で
す
。
 

会
員
の
数
は
、
十
人
か
ら
十
 
 

五
人
ぐ
ら
い
が
適
当
の
よ
う
で

す
。
読
書
会
で
、
出
席
者
が
十

分
発
言
し
、
意
見
を
交
換
す
る

た
め
に
は
、
あ
ま
り
多
い
人
数

で
は
よ
く
な
い
か
ら
で
す
。
 

会
員
の
構
成
は
、
婦
人
、
青

年
、
老
人
、
老
若
男
女
混
合
と

実
情
に
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
わ
け

で
す
が
、
混
合
グ
ル
ー
プ
の
場

合
は
、
さ
ま
ぎ
ま
な
感
想
や
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
利
点

が
あ
る
よ
う
で
す
。
 

読
書
会
を
作
り
た
い
時
に
は

気
軽
に
、
図
書
館
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
係
員
が

い
ろ
い
ろ
と

手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

本
市
に
は
、
す
で
に
十
六
の

読
書
会
が

で
き
て
お
り
、
連
絡
 
 

協
議
会
を
作
っ
て
、
熱
心
に
楽

し
く
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
 

!
!
!
!
!
!
！
「
一
 
一
 
「
一
 

 
」
 

来
年
は
 

新
館
1
0周
年
 

一
 
一
 
」
一
 
「
！
」
】
！!
 

 

昭
和
五
十
二
年
七
月
に
、
現

在
の
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て

か
ら
来
年
で
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
 

図
書
館
で
は
、
こ
れ
を
記
念

し
昭
和
六
十
年
か
ら
三
年
間
で
、
 

蔵
書

一
万
冊
増
の
六
万
冊
を
目

標
に
、
図
書
の
充
実
に
取
り
く

ん
で
き
ま
し
た
。
 

蔵
書
冊
数
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
献
本
な
ど
も
含
め
本

年

一
月
現
在
で
約
五
万
五
〇
〇
 
 

〇
冊
と
、
目
標
達
成
に
ま
で
あ

と
約
五
〇
〇
〇
冊
と
な
っ

て
い

ま
す
。
 

今
後
、
図
書
館
を
よ
り
一
層

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
 

名 	称 所 在 地 代 表 者 電話番号 

五駅読書グループ 大町38 石 岡 	学 35 - 2381 

北 斗 読 書 会 若葉3丁目 葛西 かっ 35 - 5547 

葱坊主読書会 若葉 1 丁目6-15 小枝 信子 35 - 5957 

あすなろ読書会 若葉2丁目4-5 田沢 明子 35 - 7759 

ラッキーグループ 新宮町4-7 清野美代子 35 - 9402 

田 園 読 書 会 鳥森39-43 白戸 	ト ョ 35 - 6907 

藻 川 読 書 会 藻 川 高橋 宏治 36 - 2773 

鶴ケ岡 読書会 鶴ケ岡 小野 竹雄 36 - 2498 

曙 	読 書 会 飯 詰 岡田 晴正 37 - 2712 

くるみ園読書会 幾世森56 竹内 喜美子 34 - 2721 

青山荘読書会 金 山（青山荘内） 兼平由香子 35 - 4215 

コミセン栄読書室 みどり町4-1 30 村本満喜子 35 - 4399 

日 立 読 書 会 漆川（日立東部セミコン内） 神 	修 一 35 - 5671 

中 三 読 書 会 本町25 工藤 泰宏 34 一 3131 

西北中央病院読書会 布屋町 桜庭 日出男 35 -3111 

中 泉 読 書 会 中 泉 成田 辰雄 28 - 3074 

移 動 図 書 館 松 島 集 会 所 
毎月 1回 第 1土曜日 
（集会所の都合により変
更する場合があります） 

「読書会づくりなを 
~のお問い合わせは 

~市立図書館 

~ (廿E34)4334番） 

Iノ＼どうぞ 



広報ごしょがわら 	 （第612号） ⑧ 昭和61年（1986年） 4 月 1日 

四
月
六
日
は
、
五
所
川
原
市

野
里
、神
山

松
野
木
、
戸
沢
の

各
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
 

三
、
不
在
者
投
票
・
・
投票
当
日
、
 

や
む
を
得
な
い
事
情
で
不
在
に

な
る
方
は
、
四
月
一
日
か
ら
四

月
五
日
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
に
、
 

市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務

局
 

、
投
票
時
間

i
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
。
 

二
、
選
挙
区

・
投
票
所
等
は
、
 

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

（
四
階

）
へ
お
い
で
く
だ

さ
 

い
。
 

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会

（
。
⑩
二
一
一

一
番
・
内

線
三
二
七
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

財
産
区
選
挙
の
お
知
ら
せ
 

野
里
、
神
山
、
松
野
木
、
戸
沢
財
産
区
 

戸
沢
財

産
区
 

松
野
木
財
産
区
 

神
山
財

産
区
 

野
里
財

産
区
 

選
 
挙
 
区
 

戸
沢

集
会
所
 

松
野
木
会
館
 

セ
ン
タ
ー
長
橋

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

野

里

集
会
所
 

投
 
票
 
所
 

五
所
川
原
市
大
字
戸
沢
 

五
所
川
原
市
大
字
松
野
木
 

五
所
川
原
市
大
字
神
山
 

五
所
川
原
市
大
字
野
里
 

あ
な
た
の
住
所
 

五
所
川
原
北

部
土

地
改
良
区

総
代
選

挙
の
お

知
ら

せ
 

一
、
投
票
日
…
四
月
十
五
日
 

二
、
選
挙
区

・
総
代
数

・
投
票
 

（
午
前
七
時
よ
り
午
後
二
時
ま
 
所

は
つ
ぎ
の
と
お
り
o
 

で
。
 

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
 

線
三
二
七
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

員
会

（
か
⑩
二
一

一
一
番
・
内

・
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
 

必
ず
し
め
ま
し
よ
う
 

■期問 

4月6日⑧～4月15日因 

シートベルト、／＼ルメットの正しい着用の徹底 

子供と高齢者の交通事故防止 
2輪車の無謀運転の追放 

飲酒・暴走運転の追放 

五所川原市交通事故防止対策本部 

1
2
34
 

口運動の重点 

く春の全国交通安全運動 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

第
二
選
挙
区
 

八
名
 

選
挙
区
 

総

代

数
 

投
 
票
 
場
 
所
 

十
三
名
 

市
 

民
 
文
 

化
 

会
 

館
 

一
一
十
一
一
名
 
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
三
好
 

第
一
選挙
区
 

第
三
選
挙
区
 

年
金
制
度
が大
幅
に
改
正
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
の

国
民
年
金
が

変
り
ま
す
 

年
金
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
、
四
月
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
そ
の
配
偶
者
も
国
民
年
金
の

強
制
加
入
者
に
な
り
ま
す
。
 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
加
入

者
の
被
扶
養
配
偶
者
は
国
民
年

金
の
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
、
 

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
将
来

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
の

手
続
き
方
法
は
次
の
と
お

り
で

す
。
 

▽
厚
生
年
金
の
被
扶
養
配
偶
者

①
 
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
 

一
月
三
十

一
日
ま
で
に
 
「任

意
加
入
現
況
届
書
」
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

よ
り
四
月
分
か
ら
保
険
料
が
不

要
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
方
は
至
急
届
出
く
だ

さ
い
。
 

②
 
国
民
年
金
の
未
加
入
者

四
月
一
日
か
ら
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
へ
、
ご
主
人
の
厚

生
年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証
を

持
参
し
、
 
「
第
三
号
被
保
険
者

該
当
届
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
共
済
組
合
の
被
扶
養
配
偶
者

①
 
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
 

共
済
組
合
を
通
し
て
、
確
認

を
受
け
た
「
第
三
号
被
保
険
者

該
当
届
書
」
を
三
月
三
十

一
日

ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
未
提
出
の
方
は
至
急

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
 
国
民
年
金

の
未
加
入
者

共
済
組
合
を
通
し
て
、
確
認

を
受
け
た
「
第
三
号
被
保
険
者

該
当
届
書
」
を
四
月
一
日
か
ら

五
月
一
日
ま
で
の
間
に
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

▽
届
出
後
の
変
更
に
つ
い

て

届
出
の
あ
と
に
、
ご
主
人
が

退
職
し
た
り
、
被
扶
養
配
偶
者

で
な
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
ら
、
 

速
や
か
に
届
出
く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
手
続
き
を
し
な
い
で

お
き
ま
す
と
不
要
の
保
険
料
を

納
め
た
り
、
保
険
料
の
未
納
期

間
が
発
生
し
た
り
、
最
悪
の
場

合
は
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
適

正
な
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
納
付
書
の
誤
送
 

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
届

出
後
、
行
き
違
い
な
ど

に
よ
っ

て
国
民
年
金
納
付
書
が
誤
っ
て

送
付
さ
れ
た
と
き
は
、
誠
に
お

手
数
で
す
が
お
知
ら
せ
く
だ
さ
 
 

▽
「
第
三
号
被
保
険
者
該
当
届

書
」
の
用
紙
は
、
保
険
年
金
課

の
窓
口
に
備
え

つ
け
て
お
り
ま

す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
保
険
年

金
課
国
民
年
金
係
（
。
⑩
二
一

一
一
番
・
内
線
二
六
五
、
二
六

七
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

年
金
の
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す
 

四
月
分
か

ら
七
千
百

円
に
 

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
老

齢
に
な
っ
た
と
き
や
、
万

一
の

事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た

り
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き

に
、
生
活
の
支
え
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
年
金
受
給
者
が
増
え

続
け
る
な
か
で
支
給
額
の
引
き

上
げ
等
、
改
善
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。
 

国
民
年
金
財
政
に
は
、
国
庫

負
担
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
 

将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
運
営
を

確
保
す
る
た
め
に
、
全
国
消
費

者
物
価
指
数
に
基
づ
き
、
国
民

年
金
保
険
料
を
改
定
す
る
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
加
入

者
の
急
激
な
負
担
を
さ
け
る
た

め
、
毎
年
段
階
的
に
引
き
上
げ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

r
 

,
 



（
公
共
下
水
道

）
 

受
益
者
負
担
金
の
「

負
担
区

」
と
 

「賦
課
対
象
区

域
」
、「供
用
及
び

処
理

開
始
区
域
」
関
係
図
面
の

縦
覧
を

ノ
 

家屋所有者と居住者 

が同一で土地所有者 

が異なる場合 B 

土地と家屋の所有者 土地所有者・家屋所

が同一で居住者が異 有者・居住者がそれ 

なる場合 	A ぞれ異なる場合 B 
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，
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未納市税についてのお願い 

に
 

納税については、いつも格別なご協力をい ~ 

ただいていますが、いまだ完納されていない

税金もあります。滞納者には、再三文書や訪

宅により納税の便宜を図るため、努めてきま

したが、納税も相談もない滞納者もおります。 

市としても、至急強制処分の方針を決定し、 

すみやかに処理に移行する必要に迫られてい

ます。差押え処分を受ける前の納税相談にあ

ずかる最終的な機会ですから、納税計画のご 

相談においでください。 	 i 

なお、滞納税金の自主的な納税を重ねてお 

願いいたします。 

お問い合わせは、市収納課（費⑩2 111番
内線 208.209.213番）へどうぞ。 

宅
 

市
で
は
、
公
共
下
水
道
事
業

の
負
担
区
と
六
十
一
年
度
賦
課

対
象
区
域
の
関
係
図
面
を
縦
覧

し
ま
す
。
 

ま
た
四
月
一
日
か
ら
、
元
町
、
 

蓮
沼
、
錦
町
、
中
平
井
町
、
上

平
井
町
、
末
広
町
、
幾
島
町
、
 

幾
世
森
の
各
地
区

の

一
部
が
供

用
を
開
始
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
関
係
図
面

の
縦
覧
も
行
い
ま
す
。
 

▽
縦
覧
期
間
 

注
意
く
だ
さ
い
。
 

▽
適
用
範
囲
 

開
発
面
積
が
三
〇
〇
〇
，m
以

上
で
、
主
と
し
て
住
宅
等
の
建

築
の
用
に
供
す
る
目
的
で
行
う

土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
で
都

市
計
画
法
に
定
め
る
開
発
行
為
。
 

▽
道
路
の
形
状
及
び
構
造
 

●

道
路
幅
員
は
六

m
以
上
と

し
行
き
止
ま
り
に
な
ら
な
い

こ
と
。
 

四
月
一
日

ー
四
月
十

五
日
 

（平
日
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
四
十
五
分
ま

で
。
土
曜
日
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
零
時
十
五
分

ま
で
）
 

こ
れ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
下
水
道
課
（

廿
⑩

二
二
一
番
 

内
線
二
三
六
・

二
三
七
ニ
一
三
八
番
）

へ
ど
う

ぞ
。
 

★
受
益
者
負

担
金
と
は
 

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま

す
と
、
そ
の
区
域
の
環
境
や
排

水
が
改
善
さ
れ
、
土
地
の
状
態

が
良
く
な
り
、
利
用
価
値
が
増

し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
利
益

は
す
べ
て
の
市
民
が
得
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
区
域
内
に
土

地
を
持
ち
、
あ
る
い
は
住
む
方

の
み
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
受
益
者

に
限
っ
て
利
益
の
一
部
を
負
担

金
と
い
う
か
た
ち
で
、
事
業
に

還
元
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

の
が
「
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
制
度
」
 
です
。
な
お
、
受
 

は
、
道
路
構
造
令
に
合
致
す
 

る
こ
と
。
 

▽
公
園
緑
地
 ●

開
発
区
域
面
積
が
三
〇
〇

〇
，m
を
こ
え
る
と
き
は
、
三

％
の
公
園
緑
地
を
設
け
る
こ

と
。
 

●

公
園
緑
地
の
配
置
は
、
開

発
区
域
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
さ
れ
る
も
の
と
し
、
正
方

形
、
長
方
形
に
近
い
形
と
し
、
 

ま
と
ま
り
を
持

つ
も
の
と
す
 

る
 。

 

▽
防
火

・
給
水
施
設
 

市
消
防
署
、
市
水
道
事
業
所
 

と
協
議
す
る
こ
と
。
 

▽
事
前
協
議
あ
る
い
は
計
画
 

開
発
事
業
を
実
施
す
る
場
合
 
 

は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
市
都
市
建
設
課
ど
協

議
す
る
こ
と
、
三
〇
〇
〇
，m
未

満
の
宅

地
造
成
に

つ
い
て
も
 

「道
路
位
置
指
定
」
の
手
続
上

事
前
協
議
が
必
要
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
都
市
建
設
課

云

⑩
二
一

一
一
番
、
内
線
一
一

一
一
五
番二
一
二
七
番
）
へ
ど
う

ぞ
。
 

⑨ 昭和61年（1986年）4 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （第612号） 

益
者
と
は
土
地
所
有
者
（
地
主
）
 

の
ほ
か
、
土
地
権
利
者
も
含
ま

れ
ま
す
。
 

受
益
者
負
担
金
の
額
は
、
み

な
さ
ん
の
土
地
所
有
面
積
に
単

位
負
担
金

（
一
平
方

H
当
た
り

三
五
〇
円
）
を
乗
じ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。
 

）を
地
週
虜署
す
る
方
へ
 

本
市
に
お
け
る
無

秩
序
な
宅
地
造
成

（
開
発
行
為
）
を
防

止
し
、
良
好
な
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
宅
地
造

成
を
実
施
、
あ
る
い
は
計
画
を
す
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
ご
 

●

開
発
区
域
外
の
道
路
と
接

続
箇
所
及
び
交
差
箇
所
に

は

必
ず
「
す
み
切
」
を
設
置
す

る
こ
と
。
 

●

道
路
は
舗
装
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
 

●

路
面
及
び
区
域
内
の
排
水

に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
 

●

構
造
、
そ
の
他
に

つ
い
て
 

ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ
、
ノ

●
、「》
，1‘
、
ノ
‘
？】
、‘
、1
】
、‘
、‘
、
“、
《ノ
 



（第612号） ⑩ 昭和61年（1986年） 4 月1日 	 広報ごしょがわら 

才
国
奥
⑩
道
め
ぐ
り
 

，
参
 
加
 

者
 
募
 
集
 

児
童
》
ー
 
コ
改
正
の
お
知
ら
せ
、
 

県
歴
史
の
道
整

備
促
進
協
議

会
で
は
、
歴
史
の
道
（
南
部
の

道
）
め
ぐ
り
を
行
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
 

▽
日
時
 
四
月
二
十
日
（
日
）
 

午
前
七
時
ー
午
後
六
時
 

▽
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
、
鶴
田
 

ー
板
柳
ー
小
坂
鉱
山
ー
大
湯
ス

ト
ー
ン
サ

ー
ク
ル
ー
田
子
城
跡
 

ー
三
戸
城
温
故
館
ー
南
部
公
霊

廟
ー
新
渡
戸
記
念
館
ー
奥
入
瀬
 

ー
黒
石
ー
板
柳
ー
鶴
田
ー
五
所

川
原
 

▽
集
合
時
間

・
場
所
 
午
前
六
 
 

一
人
目
の
子
ど

も

に
支
給
 

上
の
方
は
児
童
手
当
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

▽
支
給
額
 

児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目

の
二
歳
未
満
（
昭
和
六
十
一
年

六
月
一
日
現
在
）
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
月
額
二
五
〇
〇
円
、
 

三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了

前
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
、
月

額
五
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

▽
新
し
い
児
童
手
当
制
度
の
実

施
方
法
 

児
童
手
当
は
、
十
八
歳
未
満
 

時
五
十
分
 
中
三
デ
パ
ー
ト
前
 

（
市内
本
町
）
 

▽
会
費
 

一
人
四
千
三
百
円
 

（
昼
食
、
見
学
料
含
む
）
 

▽
申
し
込
み
先
 
青
森
市
大
字

松
森
字
佃
 
青
森
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
云

〇

一
七
七
⑩

一
〇
六
四
番
）
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
四
月
＋
七

日
 

▽
申
し
込
み
受
付
時
間
 
午
前

八
時
三
十
分
、
午
後
四
時
（
日

曜
日
を
除
く
）
 

▽
そ
の
他
 

●

会
費
は
、
当
日
ご
持
参
く
 
 

の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
人

（そ
の
う
ち

一
人
以
上

が
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
 

に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
六
月
一
日
か
ら
実
施

し
ま
す
が
、
段
階
的
に
支
給
対

象
が
変
わ
り
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
か
ら
は
、
改
正
さ
れ
た
制

度
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
 

一
年
目
（
昭
和
六
十
一
年
六

月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三

月
三
十

一
日
ま
で
の
間
）
 

第
二
子
分
は
、
昭
和
六
十

一

年
六
月
一
日
現
在
で
満
二
歳
未

茜
。
 

第
三
子
以
降
分
は
、
義
務
教

育
終
了
前
。
 

だ
さ
い
。
 

●

参
加
者
が
三
十
八
名
以
下

の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
 

▽
期
間
 
四
月
十
二
日
か
ら
十

一
月
末
ま
で
。
 

▽
時
間
 
毎
週
水

・
土
曜
日

午
後
四
時
ー
六
時
 

▽
会
場
 
市
民
体
育
館
内
サ
ブ

体
育
館
 

▽
費
用
 
年
会
費
千
円
（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）
 

▽
資
格
 
市
内
小
・
中
・
高
校

生
。
但
し
女
子
は
短
剣
道
と
す

る
。
 

▽
服
装
 
各
学
校
で
着
用
し
て
 

ニ
年
目
（
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
六
十
三
年
三

月
三
十

一
日
ま
で
の
間
）
 

第
二
子
分
は
、
昭
和
六
＋
一
‘
 

年
四
月
一
日
現
在
で
満
四
歳
未

茜
。
 

第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六

十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
満
九

歳
未
満
。
 

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
は
、
第
二
子
以
降
義
務
教
育

就
学
前
の
児
童
が

対
象
に
な
り

ま
す
。
 

詳
し

い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
児
童
係
（
廿
⑩
二
一

一
一

番
内
線
二
四
三
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

子
“

多
J●
？
多
●
r
‘
事
マ
‘
●
？
‘
,
f
'
,
"

‘
●
●
？
ン
“
‘●
●
・
 

●

申
し
込
み
後
、
連
絡
な
く

当
日
参
加
し
な
か
っ
た
場
合
は

会
費
を
全
額
い
た
だ
き
ま
す
。
 

い
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
、
ズ
ッ

ク
靴
、
希
望
者
に
は
運
動
着
を

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
 

▽
開
講
式
 
四
月
十
二
日
午
後

一
一
時
。
 

そ
の
他
、
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
。
＠

一
四
八四
番
又
は
⑧

一
一
六四
一
一
番へ
。
 

主
催
 
五
所
川
原
銃
剣
道
協
会

協
賛
 
市
教
育
委
員
会
 

六
月
一

日
か

ら

一

▽
受
給
資
格
者
 

昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以

後
に
生
れ
た
児
童
を
含
む

十
八

歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て
い
る
こ
と
。
又
は
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
を
含
む
十

八
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し

て
い
る
こ
と
。
 

な
お
、
児
童
に

つ
い
て
は
、
 

自
分
の
子
ど
も
で
あ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
子
を
養
育

し
て
い
れ
ば
受
給
要
件
を
満
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以
 

銃
剣
道
・
短
剣
道
教
室
開
講
 

生m 	一般分譲住宅購入者募集 7 
）地域特別分譲住宅 住宅金融公庫融資額の償還開始より 5

増額の特典があります。 

レ受付期問 	4 月18日（金）-4月25 

レ受付場所 市建築住宅室（廿⑩2111 

＞地域振興住宅 県産材を 50％以上使用した木造住宅に対し、住宅金融公庫融資額の償還開始より 5

子の援助が受けられ、更に公庫融資額が地域特別分譲住宅より増額される特典があります。 

日（金）まで。 

>―般分譲住宅 譲渡価額から公庫融資額を除いた自己資金を納入していただき、公社が住宅を建設して分譲するものです。 

年間、青森県から年1 

番・内線242番）詳しくは、県住宅供給公社（廿O177 

％の利子の援助が受けられ、更に公庫融資額の 

年間青森県から年 2％の利 

⑩1625番）へお問い合わせください。 

巨 	分 募集
() 

一戸当り面積 譲渡予定価額 公庫融資見込額 自 己 資 金 
宅地 ITf 建物 d （万円） （万円） （万円） 

一般分譲住宅 10 300 82 1 	.420 780 640 

地域特別分譲住宅 4 300 82 1 	.4 2 0 920 500 

地域振興住宅  2 300 82 1 	.4 4 3 1 	.0 	1 	0 433 
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月
1
1
 

 

実 	施 	場 	所 実 施時 間 

4
月

1
1
7

日
困
 

十 	川 吉 	村 	商 	店 	前 9: 30~ 9 :50 
漆 	川 神 	社 	前 10 : 00-10 : 20 
石 	岡 寺 田 武 道 宅 前 10: 30~i0 : 50 
米 	田 対 馬 精 米 所 前 

水野尾 集 	会 	所 	前 

ii: oo-li : 20 
ii: 30--il : 50 

金 	山 児 	童 	館 	前 13 : 20-13 : 40 
吹 	畑 毛 内 光 春 宅 前 13 : 50-14 :10 
唐笠柳 T 	字 	路 14: 20-14 : 40 

4
月

1
1
8
B
圏
 

共 	栄 集 	会 	所 	前 9 : 30~ 9 : 50 
長 	富 集 	会 	所 	前 10 : oo~io : 20 
毘沙門 泉 谷 正 志 宅 前 10 : 30~i0 : 50 
桜 	田 公 	民 	館 	前 ii: oo~ii : 20 
沖飯詰 集 	会 	所 	前 ii: 30~li : 50 
川 13 : iO-13 : 40 
種 	井 集 	会 	所 	前 13: 50-14 :10 

4
月

2
1B囲
 

湊 	集 	会 	所 	前 9 : 30・～ lO :10 
姥 	落 神 	社 	前 10: 20~lO : 40 
稲 	実 消 	防 	屯 	所 	前 10 : 50~li :10 
広 	田 市 農 協 栄 支 所 前 ii: 20~il : 40 
七 ッ 館 工 藤 理 容 所 前 ii: 50-12 :10 
浅 	井 ドラ イ ブイ ン 横綱前 12 : 20~i2 : 40 

4
月

2
2日因
 

豊 	成 り 	ん ご 倉 庫 前 、 

 俵 	元 警 	鐘 	台 	前 一 

 原 	子 コミュニテイハウス原子前 

前田野目 西 	塚 	商 	店 	前 

派 	立 新 	谷 	啓 	宅 	前 

9 	9 	50200030
20
50 

30003010
00
30 

101011
13
13 

10ii11
13
13 

、 一 

？ 

一 高 	野 神 	社 	前 

4
月

2
3B困
 

松島町 八 「 目 バ ス 停 前 9 : 30~ 9 : 50 
松島町 松 島 ス 	ト 	ア 前 10: 00~iO : 20 
松島町 松 	島 	会 	館 	前 10 : 30~lO :50 
田園調布 藤 	巻 	商 	店 	前 ii: oo~il : 20 
鎌谷町 防 災・セ ン タ ー 前 

平和町 集 	会 	所 	前 

ii】  30~i2 : 00 
13 : 20-13 : 50 

田町・栄町 	白 	衣 	神 	社 	前 14 : 00-14 :20 
~日市内 市 民 文 化 会 館 前 14 : 30~i5 : 00 

4
I
I2
4
 

 

ド平井町 老 人 ホ ー ム 前 9 : 30~lO : 00 
旧市内 	しきしまコミュニテイセンター 10 : io~io : 40 
「日市内 斎 	勝 	駐 	車 	場 10 】 50~il :20 
末広町 保 	健 	所 	前 ii: 30~i2 : 00 
小 	曲 集 	会 	所 	前 13: iO-13 : 30 
小 	曲 秋 田 谷 旅 館 前 13 : 40-14 : 00 

4
月

2
5B圏
 

新 	宮 集 	会 	所 	前 、 

 

若 	葉 森 	の 	家 	前 一 

 田 	川 奈 	良 	商 	店 	前 一 

 高 	瀬 集 	会 	所 	前 

鶴 ケ 岡 コミュニテイセンター三好前 

50300030
10
50
20 

30004010
40
30
00 

9101011
ii
13
14 

91011ii
12
13
14 

一 、 

 上藻川 農 	協 	倉 	庫 	前 、 

 、 下藻川 消 	防 	屯 	所 	前 

然競難射と登縄鍵 
レ犬の登録は従来どおり年 I回。 

犬の注射・登録手数料表 

区 	分 金 	額 

注 射 手 数 料 2,700円 

登 	録 	料 2,100 
計 4,800 

年 間 手 数 料 4,800 

臓戴簿黛費麟葦灘難灘麟難 ， 
(l）犬？登讐き些りと '3万円以下の罰金 
(2）犬の注射を受けないと I ー’JI‘ー‘ーー一

※放し飼いは声故のもとです。他人に迷惑を

かけますので絶対にやめましょう。 

予 防 注 射 日 程 
※都合の良い場所で受けてください。 

月
日
 

実 	施 	場 	所 実施時 間 

4
月

1
1
4

L
I囲 

みどり町 コミュニテイセンター栄前 9 : 30~b0 : 20 
梅 	田 成 	田 	床 	屋 	前 10 : 30~iO : 50 
梅 	田 支 	所 	前 

中 	泉 集 	会 	所 	前 

ii: oo~ii :20 
11 】30-1i 】 50 

羽野木沢 コミュニテイセンタ一七和前 13: 00-13 : 30 
持子沢 三 	上 	商 	店 	前 13 : 40-13 : 50 

4
月

1
1
5
B
因
 

福 	山 石岡給 油 所倉庫 前 9 : 30~ 9 : 50 
野 	里 野 里 公 民 館 前 10 : 00~b0 : 20 
神 	山 松 	野 	商 	店 	前 10 : 30~b0 : 50 
松野木 十 	文 	字 ii: 00~il : 20 
福 	岡 佐 々 木 商 店 前 ii: 30~il :50 
若 	山 集 	会 	所 	前 13 : 20~i3 : 40 
戸 	沢 斎 藤 精 米 所 前 13 : 50~i4 :10 

4
月

1
1
6
B
困
 

桃 	崎 バ 	ス 	停 	前 9 : 30~ 9 : 50 
一野坪 対 馬 静 賢 宅 前 10 : oo~io-: 20 
馬 	性 集 	会 	所 	前 10 : 30~b0 :50 
平 	町 渋 谷 俊 一 宅 前 ii: oo~ii :20 
興 	隆 竹 	内 	商 	店 	前 i1: 30~il : 40 
飯 	詰 秋 	元 	商 	店 	前 13 : 00~i3 : 20 
飯 	詰 支 	所 	前 13 : 30~i4 : 00 
下岩崎 集 	会 	所 	前 14 : 10~i4 : 30 

, 

．急 	告． 
石油ファンヒーターによる一酸化炭素中毒事故を防ぐため、事故の起きた機種など、別機種との 

無料交換をメーカーでは急いでいます。 

まだ次の機種をお使いの方はいませんか。もう一度調べてみてください。 
＠トョ石油フアンヒーター 

LCR- 3型、 LCR-3- 1型、LS- 3型、LS-3- 1型、LS- 6型。 

）連絡先 トョストーブ販売掬青森支店（費0177 - ⑩ 7591番） 



⑩
 

（第612号） 広報ごしょがわら 

胃
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
 

昭和61年（1986年） 4 月 1日 

みんなの健康教室へどうぞ 

市
衛
生
課
で

は
胃
が

ん
検

診
、
便
潜
血

（
大
腸
が
ん
）
検

査
を
五
月
十
三
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
の
十

一
日
間
、
五
月
一
一

十
七
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

五
日
間
、
六
月
九
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
六
日
間
、
合
わ
せ
て

二
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な

い
ま
す
。
 

▽
対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の
市

民
。
た
だ
し
妊
産
婦
は
除
く
。
 

な
お
、
職
場
等
で
検
診
を

受
け
ら
れ
る
人
は
除
き
ま
す
。
 

▽
受
付
期
日
 
四
月
十
日
か
ら

四
月
十
九
日
ま
で
。
 

▽
申
し
込
み
先
 
市
衛
生
課
又

は
市
役
所
各
支
所
、
地
区
保

健
協
力
員
。
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
申
し
込
み

書
を
各
地
区
保
健
協
力
員
、
 

市
役
所
各
支
所
に
配
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
書

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
世

帯
主
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

▽
検
診
査

）
日
、
検
診

（
査）
場

所
 
後
日
申
し
込
み
者
に
個

人
通
知
し
ま
す
。
 

▽
検
診

（
査）
料
金
 
胃
が
ん
検

診
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
 

愛
の
献
血
を
 

お
願
い
し
ま
す
 

四
月
八
日
図
 
七
和
全
地
区
 

場
所
…
俵
元
研
修
セ
ン
タ
ー
前
 

原
子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
 

ウ
ス
原
子
前
 

前
田
野
目
公
民
館
分
館
 

高
野
文
化
セ
ン
タ
ー
前
 

七
和
農
協
前
 

※
七
和
地
区

の
方
々
に
は
、
 

時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
 

ま
す
。
 

四
月
ニ
十
ニ
日
因
 

午
前
＋
時
ー
正
午
 

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
 

午
後
一
時
三
十
分
ー
四
時
 

西
北
中
央
病
院
駐
車

場
 

が
五
百
円
。
そ
の
他
の
保
険

加
入
者
は
千
五
百
円
。
 

便
潜
血
検
査
は
一
人

に
つ

き
二
百
円
。
 

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
、
七
十
歳
以
上

の
人
は
無
料
で
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
市
衛
生
課

予
防
衛
生
係
（
。
⑩
二
一
一

一
番
内
線

二
七
二
番
）
 
 

休
日
・
夜
間

の
急
病
は
 

在
宅
医
師
の
紹
介
は

消
防
署
へ
 

公
⑩
ニ
〇

一
九
番
 

（
救急
医
療
部
会
）
 

▽
受
講
資
格
 

一
般
男
女
 

▽
期
問
 
四
月
十
二
日
、
六
月

一
一
十
一
日
 
毎週
火

・
木

・

土
曜
日
 
午
後
七
時
ー
九
時

▽
受
講
料
 
無
料
 

▽
申
し
込
み
 
道
場
で
受
付
け
 
 

し
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 
成
田
印
店
 

（
本町
 
。
⑩
一
〇
八
三
番
）
 

主
催
 
五
所
川
原
弓
道
会

後
援
 
市

教
育
委
員
会
 

ニ
等
陸

・
海
・
空
士
 

自

衛
官

募

集
 

▽
募
集
期
 
第

一
次
、
四
月
ー
 

▽
応
募
資
格
 
採
用
予
定
月
の

一
日
現
在
で
満
十
八
才
以
上
一
一

十
五
才
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

す
る
人
で
、
学
校
教
育
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
 

に
定
め
る
中
学
校
卒
業
程
度
以

上
の
学
力
を
有
し
、
か
つ
、
自

衛
隊
法
（
昭
和
二
＋
九
年
法
律

第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条

第

一
項
に
定
め
る
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
も
の
。
 

▽
試
験
種
目
 
筆
記
試
験
（
国

語
（
作
文
を
含
む
）
、
数
学
及

び
社
会
、
身
体
検
査
、
適
性
検

査
及
び
ロ
述
試
験
。
 

く
わ
し
く
は
、
青
森
地
方
連

絡
部
五
所
川
原
募
集
事
務
所

（
 

。
⑩
1
1三
〇
五
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

五
所
川
原

弓
道
会

3
0周
年
記

念
 

目
 
目
 

敬
 
冒
 

受
講
生

募
集
 

医師会と家庭を結ぶ 「みんなの健康教室」 が次の 

日程で開かれます。 お気軽においでください。 

今回のテーマは 「頭部外傷」 

レ日 時 4 月25日（金） 午後1時 

レ場 所 市保健センター 

）講 師 佐藤 仁先生（佐藤仁胃腸科外科医院長） 

ン主 催 北五医師会・市民保健協議会 
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。
 

た
ば

こ
は
、

市
内
か

ら
買
い

ま
し
よ

う
 

マ
ィ
ル
ト
セ
ブ

ノ
に
相
 
二
〇
〇
円
 
り

つ
き
、
二
 h
円

ニ
ソ
銭
が
た
ぱ
二
消
費
税
レ
戸
二
く
市
の
収
人
！
な
り
ー

ー
 

交
通
災
害
共
済
 
年
額
卸
円
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
 

短
 

歌
 

五
所
川
原
短
歌
会
 

春
寒
き
広
き
雪
野
を
流
れ
ゆ
く
岩
木
の
川
は
ダ
ッ
チ
ロ

ー
 

ル
し
て
 

岩
谷
 
明
雄

喜
び
も
無
念
さ
も
乗
せ
て
離
日
す
る
飛
行
機
の
窓
に
手
を

振
る
孤
児
ら
 

山
上
 
和
美

建
国
の
日
に
日
の
丸
を
掲
げ
つ
つ
癒
え
た
る
吾
れ

の
今
日

の
清
し
さ
 

和
田
 
秀
峰

リ
ュ
ッ
ク
な
ど
の
雪
は
ら
ひ
や
れ
ば
生
徒
ら
は
「
ど
う
も
」
 

と
い
ひ

つ
つ
下
駄
箱
へ
行
く
 
小
笠

原
俊
亮

梅
干
と
ド
ル
な
ど
記
す
手
帳
を
持
ち
妻
は
旅
立

つ
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
へ
 
関
 

喜
代
栄
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